
今週の注目材料＝パウエル議長討論会出席などに注目

　先週は米FOMC、日銀金融政策決定会合、英中銀金融政策会合(MPC)など各国中銀の金

融政策会合が相次ぎました。その中で、ノルウェー中銀がG10通貨の中でいち早くパン

デミック後初の利上げを実施。一方でトルコ中銀は市場予想に反して利下げを行うな

ど、相場に影響する動きも見られました。

　今週はそうした大きなイベントに欠ける週となっています。このところ市場の大きな

警戒材料となっている中国の不動産大手恒大集団の債務問題などに関する進展を意識し

ながらの展開となりそうです。直ぐのデフォルト懸念が少し後退も、同社は年内の利払

い予定が目白押しとなって居ます。流動性資産の多くを占める販売用不動産などの棚卸

資産について、中国当局の不動産投機規制の姿勢もあって、現金化に時間がかかる可能

性がある中で、警戒感が当面続きそうです。

　また、週明けは26日に行われたドイツ連邦議会選挙の結果を受けての連立協議(単独過

半数を獲得する党は事前世論調査からまずいない見込み)なども市場の材料となりそう

です。メルケル首相は今回の選挙で引退が決まっており、新しいドイツの政治体制の中

で、景気支援などの姿勢にどのような変化があるのか、市場は慎重に見極めようとして

います。

　その他、欧州・米国の要人発言予定が目白押しとなっており、こうしたイベントをにら

みながらの展開が見込まれます。

　要人発言などのイベントの中で、特に注目度が高いのは28日、29日と開催されるECB

フォーラムの中で行われるラガルドECB総裁・パウエルFRB議長が参加する討論会です。

　米FRBは先週のFOMCの中で、年内のテーパリング開始を示唆する姿勢を示し、声明など

では慎重姿勢維持も、参加メンバーによる政策金利見通しにおいて、利上げ時期が前倒

しされるなど、前向きな動きが目立ちました。

　一方、ECBは9日の理事会で債券購入プログラムでの購入減速を示したものの、ラガル

ド総裁が理事会後の会見で、この縮小はテーパリングではないと発言するなど、慎重姿

勢を崩していません。米・ユーロ圏ともにアフターコロナの景気回復が期待される中

で、今後の姿勢の変化に注目が集まっており、今回の討論会などにも注目が集まるとこ

ろとなっています。

　経済指標では28日に発表される9月の米コンファレンスボード消費者信頼感指数がや

や注目されるところです。前回8月分は７月の129.1(125.1に下方修正)から123.0に低

下するとの事前予想に対して、113.8と予想を大きく超える低下を示しました。

８月はミシガン大学消費者信頼感指数が事前予想を大きく下回る悪化を示し、デルタ株

による新型コロナの感染拡大を受けた消費者マインドの悪化が懸念されていたところだ

けに、コンファレンスボード消費者信頼感指数の弱い数字で、市場の警戒感が一気に強

まった形です。

　今回は114.6と若干の回復が見込まれています。ミシガン大学消費者信頼感指数も９月

分は８月分から若干の改善を示しました。ただ、水準的には強いものではなく、消費者

マインドはまださえないものの、さらなる悪化とはなっていないという状況が確認され
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ることとなりそうです。

　日本では最悪期からのピークアウトが期待されるデルタ株による新型コロナの感染拡大

ですが、米国では9月上旬の水準である7日間平均で1日当たりの新規感染者数17.6万人

から直近で13.4万人と数字自体は減っていますが水準的にはかなり厳しい状況が続いて

おり、消費者マインドの改善はまだ時間がかかりそう。コンファレンスボード消費者信

頼感指数の結果によって、こうした状況が確認されると、ドル買いを手控える材料とな

るかもしれません。
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